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まえがき＝高炉は鉄鉱石とコークスを炉頂から交互に層
状に装入し，炉下部の羽口から熱風と微粉炭を吹き込ん
で鉄鉱石を還元・溶解することで溶銑を製造する，固気
向流移動層型の巨大な反応容器である。高炉の安定操業
においては，炉況（溶銑温度に代表される炉熱，および
炉内を上昇する還元ガスの通気性）の変動を適正範囲に
制御することが肝要であるが，炉況制御の重要な役割を
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物・粉じんを吹き飛ばすエアパージ機能など機構上の工
夫により，半年以上メンテナンスフリーで良好な熱画像
を取得可能な安定測温を実現した。
　また，計測上の代表的な外乱としては熱画像への煙の
映り込みがある。煙が発生すると輝度が低く計測される
ため，測温誤差が生じる。そこで，煙発生時には溶銑部
輝度の時間変動が大きくなる現象を利用し，煙の有無を
常時判定して煙画像を除去するなどの信号処理上の工夫
によっても測定の安定性を担保している。
　図 6に放射測温結果の一例を示す。放射測温と熱電




